いわ て 未来 づく り 機 構 平成 2 2 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 23 年 1 月 31 日 ( 月 ) 15: 00~ 
会 場 : 岩手 県 店 1 2 階 特別 会 議 室 


次 第 
開会 (C15 : 00~15: 05) 
各 作 業 部 会 か ら の 報告 等 に つい て ( 15: 05~16:30) 
企画 委員 会 の 設置 に つい て (16 : 30~16: 55) 
その 他 (16: 55~17: 00) 


閉会 


【 出席 者 名 薄 】 














氏 名 所 属 
野 勝 ( 社 ) 岩手 経済 同友 会 代表 幹事 
井 . 沈 岩手 大 学 学長 
岩手 県 知事 





前 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) アマ タケ 相談 役 
盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 み ちの く コカ ・ コ ー ラ ボトリング 幌 社長 
岩手 県 立 大 学 学長 

















き 
中 
| 人 | 掴 | 計 | 軸 | 準 





資料 1 平成 2 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 作業 部 会 報告 書 総括 表 
資料 2 各 作 業 部 会 の 実績 報告 ( 及び 事業 計画 ) 

資料 3 いわ て 未来 づく り 機 構 企画 委員 会 の 設置 に つい て ( 案 ) 

資料 4 暴風 、 波 浪 、 大 雪 の 災害 に 対す る 緊急 アピ ー ル ( 案 ) 

別 添 資料 報告 書 ( 第 1 作業 部 会 一 第 3 作業 部 会 ) ( 案 ) 


資 料 3 
いわ て 未来 づく り 機 構 企画 委員 会 の 設置 に つい て ( 案 ) 
1 設置 の 目的 
いわ て 未来 づく り 機構 の 活動 の 方 向 性 や 内 容 の 企画 ・ 調整 を 担う 企画 委員 
会 を 設置 する 。 


2 メン バー の 構成 


【 企画 委員 会 の メン バー 例 】 




















岩手 銀行 常務 

岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 | 専務 理事 

岩手 大 学 地域 連携 担当 理事 
県 立 大 学 副 学 長 

岩手 県 政策 地域 部 長 
作業 部 会 各 座 長 














【 事務 局 会 議 の メン バー 例 】 




















岩手 銀行 地域 サポ ー ト 部 長 

岩手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 副 セ ンタ ー 長 
県 立 大 学 地域 連携 室長 

岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 調整 監 、 担 当 者 
作業 部 会 各部 会 1 名 











【 企画 委員 会 の 位置 付け の イメ ー ジ 図 】 






ご 事務 局 会 議 つ 





レー KK 作業 部 会 
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3 設置 の スケ ジュ ー ル 
(1) 平成 22 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル で 協議 (H 23.1.31 開催 ) 
(2) 平成 23 年 度 の 機構 の 総会 で 会 則 の 改正 案 を 決定 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 (改正 案 ) 


( 名 称 ) 

第 1 本 組織 は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 ( 以下 「 機構 」 と いう 。) 」 と いう 。 

( 目的 ) 

第 2 機構 は 、 岩 手 県 内 で 活動 する 組織 が 智 直 と 行動 力 を 結集 する た め の ネ ットワーク を 構築 
し 、 岩 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け て 県 民 力 を 挙げ オー ル 岩 手 で 取り 組み 、 具 体 的 
に 実践 し て いく こと を 目的 と する 。 

( 構成 ) 

第 3 機構 は 、 第 2 の 設置 目的 に 賛同 し 、 事 務 局 に 入会 の 意思 を 表示 し た 岩手 県 内 で 活動 する 
組織 ( 以下 「 会 員 」 と いう 。) を も っ て 構成 する 。 

( 活動 事項 ) 

第 4 機構 は 、 第 2 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 活動 を 行う 。 

( 1) 岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 資す る 方 策 の 検討 及び 実践 
(2 (1) に 係る 情報 発信 

(3 会 員 相 互 及び ラウ ンド テー ブル と 会 員 の 意見 交換 及び 情報 共有 
(4⑳ (1 て (3) を 行う た め の ネ ットワーク づく り 

(5 その 他 、 機 構 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 事項 の 検討 及び 実践 

( ラウ ンド テー ブル ) 

第 5 機構 に ラウ ンド テー ブル を 置く 。 

2 設立 時 に お ける ラウ ンド テー ブル の 構成 上 員 ( 以下 「 ラウ ンド テー ブル メン バー」 と いう 。) 
は 、 別 表 1 の と お り と する 。 

3 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 過半 数 の 承認 を 得 て 行 
Fs 

4 ラウ ンド テー ブル は 、 共 同 代表 が 必要 と 認め た と き 開 催す る 。 

5 ラウ ンド テー ブル は 、 岩 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 の た め に 克服 すべ き 重要 な 課題 に 
つい て 意見 を 交換 し 、 提 言 を 行う 。 

6 必要 に 応じ 、 学 識 経 験 者 等 に ラウ ンド テー ブル へ の 出席 を 求め る こと が で きる 。 

( 共同 代表 ) 

第 6 機構 に 共同 代表 を 若干 名 置く 。 

2 共同 代表 は 、 ラ ウン ド テー ブル メン バー の 中 か ら 互選 する 。 

3 共同 代表 は 、 そ れ ぞ れ が 機構 を 代表 し 、 機 構 の 業務 を 統括 する 。 

4 共同 代表 の 任期 は 、2 年 と する 。 た だ し 、 再 任 を 妨げ な い 。 

( 総会 


第 7 総会 は 、 共 同 代表 が 招集 する 。 
の 


ュ ペン 


2 総会 の 議長 は 、 共 同 代 表 が 務め る 。 
3 総会 は 、 次 の 事項 を 議決 する 。 


(1) 事業 計画 の 決定 及び 変更 


(2 事業 報告 の 承認 
(3) 会 則 の 制定 及び 改正 
(の その 他 必 要 と 認め られ る 事項 

( 企画 委員 会 ) 

第 8 機構 に 、 活 動 の 企画 ・ 調整 を 担う 企画 委員 会 を 置く 。 

2 企画 委員 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 

3 企画 委員 会 に 委員 長 を 置く 。 

4 委員 長 は 、 企 画 委員 の 中 か ら 互 選 す る 。 

5 企画 委員 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

( 作業 部 会 ) 

第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 関す る 連携 ・ 協 働 の 方 針 の 策定 、 協 働 事業 の 企画 立案 及び 協 働 事 
RI 作業 部 会 を 置く こと が で きる 。 

2 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 OA ER 

4 作業 部 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

( 会 費 ) 

第 10 機構 の 会 費 は 、 無 料 と する 。 た だ し 、 一 部 事業 の 実施 に 伴い 、 参 加 負 担 金 等 を 徴収 する 
こと が で きる 。 

( 事務 局 ) 

第 11 機構 の 事務 を 処理 する た め 、 事 務 局 を 置く 

2 事務 局 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 協力 し て 運営 する 。 

( その 他 ) 

第 12 この 会 則 に 定め る も の の ほか 、 機 構 の 運営 に 関し 、 必 要 な 事項 は 、 共 同 代 表 が 別に 定め 
る 。 

















附則 この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施行 する 
附則 この 会 則 は 、 平 成 2 年 5 月 25 日 か ら 施行 する 
附則 この 会 則 は 、 平 成 23 年 月 日 か ら 施行 する 



































別表 1 
設立 時 に お ける ラウ ンド テー ブル メン バー( 職 名 は 就任 時 ) 
氏 名 
永 野 勝 美 (( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 ) 
平 山 健 一 (国立 大 学 法人 岩手 大 学長 ) 
達 増 拓 也 (岩手 県 知事 ) 
甘 竹 秀 雄 ( 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) アマ タケ 取締 役 会 長 ) 
谷 口 誠  ( 公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学長 ) 
玉 山 哲 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、( 株 ) 東山 堂 代 表 取 締 役 社長 ) 
元 持 勝利 (( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 副 代表 幹事 、 岩 手 ト ヨ ペ ッ ト (株 ) 代表 取締 役 社長 ) 











別表 2 
平成 2 年 5 月 25 日 か ら の ラウ ンド テー ブル メン バー( 職 名 は 就任 時 ) 





























氏 名 

永 野 勝 美 (で ( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 ) 
藤 井 克 己 (国立 大 学 法 人 岩手 大 学長 ) 

達 増 拓 也 (岩手 県 知事 ) 

甘 竹 秀 雄 (大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) アマ タケ 取締 役 会 長 ) 

谷 村 邦 久 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 み ちの く コ カコ ー ラ ボトリング 費 社 長 ) 
中 村 慶 久 (公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学長 ) 








暴風 、 波 浪 、 大 雪 の 災害 に 対す る 緊 


名 


ィ じ ハ 


アピ ー ル ( 案 ) 


資 


料 4 


昨年 12 月 下旬 と 年 末年 始 に か け て の 岩手 県 の 治 岸 と 北部 を 中 心 と する 暴風 、 波 
浪 そ し て 大 雪 は 、 農 林 水 産業 は も と より 、 道 路 な どの 生活 基盤 に も 大 き な 被 害 を も 
た らし た 。 特に 沿岸 で は 、 昨 年 2 月 の チリ 中 部 治 岸 の 地震 に よる 津波 に 加え て 、 度 


重なる 災害 を 被っ た 。 


私 た ち 岩手 県 民 は 、 過 去 に も 大きな 災 害 を 繰り 返し 経験 し て きた が 、 
の 恵み と 、 人 と 自然 と の 共生 、 そ し て 人 々 の 結 ( ゆい ) の 精神 に より 、 


な く 、 必 ず 乗 り 越 えて きた 。 


こ の た び の 災害 に つい て も 、 県 民 は 元気 を 出し 、 既 に 復興 に 向け て 確か な 足取り 


で 歩み 出し て いる 。 


オー ル 岩 手 の 官 民 協 働 の ネッ トワ ー ク で ある 「 いわ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 広 く 
県 民 が 、 被 害 に あわ れ た 地域 の 産品 を 購入 、 愛 用 する こと な ど に より 、 地 域 の 復興 
に 手 を 差し 伸 べ る こと を 会 員 と と も に 緊急 に アピ ー ル する も の で ある 。 


平成 2 3 年 1 月 3 1 日 


いわ て 未来 づく り 


野 
井 
増 
竹 
村 
村 


時 著 直 隊 朋 光 


勝 
克 
拓 
秀 
邦 
慶 


な 交 角 計 出 河 


機構 ラウ ンド テー ブル 


平成 23 年 1 月 28 日 
総務 部 総合 防災 室 
取 り ま と め 


暴風 、 波 浪 、 大 雪 警 報 等 に 伴う 災害 状況 に つい て 
平成 22 年 12 月 22 日 か ら 23 日 か け て の 暴風 、 波 浪人 警 報 等 及び 12 月 30 日 か ら 平 成 
23 年 1 月 2 日 か け て の 大 雪 、 暴 風 、 波 浪 警 報 等 に 伴う 被害 に つい て 、1 月 28 日 13 時 
現在 の 被害 状況 は 、 下 記 の と お り で す 。 


1 平成 22 年 12 月 22 日 か ら 23 日 に か け て の 暴風 、 波 浪 警報 等 に 伴う 被害 


〇 被害 額 総額 1 6 億 1 千 2 百 万 円 余 ( 平成 23 年 1 月 28E( 金 ) 13 時 現在 ) 
【 主 な 被害 の 内 訳 】 
人 的 被害 : な し 
住家 被害 : 4 0 万 円 余 
・ 一 部 破損 7 棟 ・ 床 上 浸水 22 棟 ・ 床 下 浸水 2 8 棟 
非 住家 被害 : 3 棟 ( 宮古 市 3 棟 ) 
ライ フラ イン : 電気 延べ 停電 戸数 8 市 6 町 4 村 で 22384 戸 < 復旧 済み 
農業 関係 被害 : 2 千 6 百 万 円 余 
パイ プ ハ ウス 、 和 牛舎 の 破損 、 停 電 に よる 搾乳 不能 
田畑 の 法 面 崩 壊 、 農 業 用 道路 の 法 面 崩壊 な ど 
林業 関係 被害 : 1 億 円 余 
し いた けけ 栽培 用 ハウ ス の 屋根 損壊 
林道 路面 の 洗 掘 、 林 地 崩 壊 、 森 林 倒 木 な ど 
水産 関係 被害 : 1 2 億 百 万 円 余 
漁船 の 転 義 、 破 損 
定置 網 の 破損 、 養 殖 施設 の 破損 、 水 産物 被害 な ど 
漁港 施設 関係 被害 : 1 億 3 千 万 円 余 
防波堤 の 傾斜 、 消 波 ブ ロッ ク の 飛散 、 防風 和 の 破損 
・ 用 地 舗 装 の 破損 、 臨 港 道路 の 法 面 崩壊 な ど 
土木 施設 被害 : 1 億 4 千 3 百 万 円 余 
8 雪 や 大 雨 の た め 県 管理 道路 に お いて 、1 8 箇所 が 全面 通行 
止め 、 片側 交互 通行 5 箇所 な ど 県 内 2 1 箇所 で 通行 規制 が 発 
生 し た が 、 現在 は 、 一 般 県 道 数 川 川口 線 の 1 箇所 が 全面 通行 
止め 及び 主要 地方 道 一 戸 葛巻 線 の 1 箇所 が 片側 交互 通行 を 
継続 中 。 
河岸 決壊 、 ダ ム の 温水 域内 流木 堆積 な ど 

















2 平成 22 年 12 月 30 日 か ら 平 成 23 年 1 月 2 日 に か け て の 大 雪 、 暴 風 、 波 浪 
低 報 等 に 伴う 被害 


〇 被害 額 総 額 7 5 億 4 千 3 百 万 円 余 ( 平成 23 年 1 月 28 日 ( 金 ) 13 時 現在 ) 
【 主 な 被害 の 内 訳 】 


※ 





人 的 被害 : 重症 者 2 名 ( 岩泉 町 で 倒木 除去 作業 中 の 怪我 、 雪下ろし 作業 中 の 怪我 ) 
住家 被害 : 百 万 円 余 
ー 部 破損 1 9 棟 ( 久慈 市 7 棟 、 葛 巻 町 2 棟 、 田 野 畑村 4 棟 、 洋 野 町 
1 棟 、 岩 泉町 2 棟 、 野 田村 1 棟 、 普 代 村 2 棟 ) 
非 住家 被害 : 5 0 万 円 
5 棟 ( 久慈 市 1 棟 、 岩 泉町 4 棟 ) 
ライ フラ イン : 電気 延べ 停電 戸数 7 市 10 町 5 村 で 73.275 戸 < 復旧 済み 
水道 上 水道 、 簡 易 水 道 施設 3 市 1 町 で 断水 < 復旧 済み 
農業 関係 被害 : 1 2 億 6 千 2 百 万 円 余 
パイ プ ハ ウス 、 牛舎 、 豚 舎 、 鶏 舎 の 倒壊 ・ 破損 
凌 舎 倒壊 や 停電 に よる 温度 調節 不能 に よる ブロ イラ ー の へ 
い 死 、 生 乳 の 廃棄 な ど 
林業 関係 被害 : 5 億 4 千 7 百 万 円 余 
し いた け 栽 培 用 ハウ ス の 倒壊 ・ 破損 
森林 公園 の 倒木 な ど 
水産 関係 被害 : 3 8 億 1 千 5 百 万 円 余 
魚 市 場 の 屋根 破損 
漁船 の 転覆 
定置 網 の 破損 、 養 殖 施設 の 破損 な ど 
漁港 施設 関係 被害 : 1 7 億 8 千 2 百 万 円 余 
防波堤 の 倒壊 、 破 損 
臨港 道路 や ガー ド レー ル の 破損 な ど 
土木 施設 被害 : 8 千 5 百 万 円 
. 雪 や 倒木 の た め 県 管理 道路 に お いて 、 全 面 通行 止め 4 9 箇 
所 、 大 型 車 通行 止め 7 箇所 、 片 側 交 互 通行 4 箇所 の 県 内 6 0 
箇所 で 通行 規制 が 発生 し た が 、 現在 は 、 一 般 県 道 の 野田 長 内 
線 の 1 箇所 が 全面 通行 止め を 継続 中 。 
港湾 施設 ( 防波堤 、 護 岸 等 ) の 破損 、 一 部 傾斜 な ど 














1 の 被害 額 と 2 の 被害 額 の 合計 9 1 億 5 千 6 百 万 円 余 
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作業 部 会 


テ ー マ 


検討 結果 の 概要 (成果 ・ 実 績 な ど ) 


今後 の 取組 (方 向 性 ) 





第 1 作業 部 会 


ーー 次 産品 の 高 機能 化 


(1) 県 内 の 大 規模 な 耕作 放棄 地 や 販路 ニー ズ の 情報 収集 

(2) 「 盛 岡 食材 加工 協同 組合 」 を 対象 と し た 個別 生産 者 に よる 加工 業務 用 
野菜 の 供給 支援 

(3) 「 意 欲 的 な 生産 者 の 固まり 」 づ くり と 加工 業務 用 野菜 供給 の モデ ル づ 
くり の 支援 

(4) 「 農 商工 連携 セミ ナー」 に お ける 情報 発信 ( 農 商 エア ガット 29. 1 億 円 設立 ) 

(5) 九戸 村 に お ける フー ド バ レ ー 実 現に 向け た 検討 


(1) 九戸 村 に お ける フー ド バ レ ー 実 現に 向け た 
活動 
・ 事 業 シ ミュ レー ショ ン を 行っ て の 検証 
・「 農 地 利 用 集積 円 滑 化 事業 」 を 活用 し た 農地 集 
積 や 作業 受託 等 の 検討 
・ 平成 23 年 3 月 に 九戸 村 に 具体 的 な 提案 を し 
て 部 会 の 活動 を 終了 (その 後 も フォ ロー) 





(1) アク ショ ンプ ラン に つい て 、 各 セク ター( 産 業 振興 セン ター、 工 業 技 
術 セ ンタ ー、 岩 手 大 学 等 ) の 取組 を 、 企 業 の 経営 力 、QCD な どら 8 項目 の 


(1) アク ショ ンプ ラン の 策定 と 各 セ クタ ー に よ 
る 実施 (支援 項目 の 充実 、 工 場 見 学会 、 地 元 企 





第 2 作業 部 会 産業 基盤 の 集積 と 強化 課題 に 整理 し 、HP に 公開 業 の 就職 説明 会 、 講 習 会 な ど ) 
(2) 文部 科学 者 イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ス テム 整備 事業 に 採択 され 、「 も の づく | (⑫) 作業 部 会 の テー マ を 絞り 込ん で の 検討 な ど 
り イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 協議 会 」 を 立ち 上 げ ( 例 :「 産 学 官 連携 研究 開発 プロ ジェ クト の 管理 法 
(3) 工場 見 学会 、 地 域 企業 の 説明 会 、 企 業 個別 相談 会 等 の 開催 人 」「 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 連携 と 育成 」 な ど ) 
(1) 成功 事例 調査 (東光 舎 : 岩 手 町 、 ア マタ ケ : 大 船渡 市 、 瑞 光 : 四季 亭 な ど ) | (1) 提言 と し て 、① 食 分 野 の 農 商 工 連 携 に よる 
(2) 情報 戦略 の 検討 と 実践 (ネッ トビ ジネス 普及 の た め の セ ミナ ー、 岩 手 ブ ラ | ブラ ンド 化 、② デ ザイ ン 振 興 に よる 売れ る 商品 
第 3 作業 部 会 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 ンド 情報 の 一 元 化 ラ 岩手 の モノ を 紹介 する HP と 展示 ) づく り 、 ③ ブ ラン ドイ メー ジ の 確立 、④ 情 報 マ 


(3) 買う な ら 岩 手 の も の 運動 (ロゴ マー ク の 公募 、 の ぼり の 作成 、 県 内 キャ ラ 
バン の 実施 ) 
(4) 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 の 方 向 性 の 検討 


ネジ メン ト の 取組 、⑤ 岩 手 ブ ラン ド の 浸透 
(2) 今後 は 、 テ ー マ を 絞っ て 活動 を 展開 する 方 
向 





第 4 作業 部 会 


地域 力 を 支え る 人 材 育 成 


(1) 人 材 育成 プロ グラ ム 調 査 を 県 内 466 機関 を 対象 に 実施 (研修 プロ グラ ム 
名 、 内 容 、 対 象 者 、 受 講 料 、 受 講 者 数 。 開 催 回 数 、 財 源 な ど ) 

(2) 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス を 作成 し 、WE 上 で 公開 

(3) 農業 分 野 で の 人 材 育成 に つい て 、 作 業 部 会 と し て の 支援 の 検討 

(4) 地域 力 を 支え る 人 材 育成 を テー マ と し て シン ポジ ウム を 開催 (H 
22.3.17 会 場 は 岩手 大 学 ) 


(1) 平成 24 年 度 まで 更に 2 年間 検討 を 継続 
(2) 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス を 更新 する た め の 再 
調査 の 実施 

(3) 県 内 自治 体 (久慈 市 ) が 行う 人 材 育成 事業 へ 
の 支援 (情報 収集 の た め の 定 期 的 な 交流 会 の 立ち 
上 げ へ の 支援 ) 

(4) いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム と の 連携 





第 5 作業 部 会 








医療 と 福祉 体制 の 整備 充実 





(1) 地域 の 現場 で 患者 等 の 支援 活動 を 行う 人 々 の 声 か ら の 課題 抽出 と 政 
策 提言 の 検討 

(2) 保健 師 、 医 師 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー が 地域 で 連携 し 、 疾 病 等 (特に 脳 
血管 疾患 や 自殺 ) に よる 貧困 や 失職 と いう 問題 を 踏ま えつ つ 、 生 活 再 建 を 
支援 する 体制 、 仕 組み の 構築 の 検討 

(3) 「 包 括 支 援 セ ンタ ー」 を 、 地域 の 生活 課題 解決 も 視野 に 入れ た 支援 サー 
ビス 拠点 と する 岩手 モデ ル の 提案 の 検討 





(1) 平成 24 年 度 まで 更に 2 年間 検討 を 継続 
(2) 地域 の 実情 を 踏ま えた 医療 機関 と 福祉 施設 
の 効果 的 な 連携 、 ネ ットワーク づく り の 検討 
(3) 医療 と 福祉 の シー ムレ ス な サー ビス の 提供 
や 医療 ・ リ ハビ リ ・ 介 護 の 適切 な 組合 せ の 検討 
(4) 県 立 大 学 で 設置 を 検討 中 の 「 県 民 シ ンク タ 
ンク (仮称 )」 と の 連携 








資 料 2 


いわ て 未来 づく り 機 構 第 1 作業 部 会 の 実績 報告 


テー マ : 一 次 産品 の 高 機能 化 
座長 : 松本 真一 担当 機関 : 岩手 銀行 











ln 1 . 開催 実績 等 

第 1 回 : 平成 22 年 7 月 8 日 ( 木 ) 総会 の 報告 、 フ ー ド バレ ー に 関す る 検討 、 今 後 の 活 動 方 
針 の 協議 

第 2 回 : 平成 2 年 8 月 20 日 ( 金 ) 重石 社長 提供 の 食 関係 の DD 視聴 、 意 見 交換 

第 3 回 : 平成 2 年 9 月 21 日 ( 火 ) 九戸 村 岩 部 村長 と の 九戸 村 の 農業 の 現状 に 関す る ディ ス 
カッ ショ ン 

第 4 回 : 平成 22 年 10 月 4 日 ( 火 ) 総合 特区 制度 に 関す る 岩手 県 の 取組 み の 説 明 と 質疑 、 意 
見 交換 

セミ ナー: 平成 22 年 10 月 27 日 ( 水 ) 「 農 商 工 連 携 推進 セミ ナー」 の 開催 
※ 岩 手 県 農業 法人 協会 、 岩 手 県 農業 会 議 主催 、 い わ て 未 

来 づ くり 機構 後援 

ラウ ンド テー ブル メン バー 永野 勝美 氏 に よる 講演 
演題 農 商 工 連携 (6 次 産業 化 ) に よる 地域 経済 の 活性 化 」 

第 5 回 : 平成 2 年 11 月 12 日 ( 金 ) 九戸 村 の 視察 と 村 と の 意見 交換 

第 6 回 : 平成 2 年 12 月 21 日 ( 火 ) 視察 の 報告 と 村 に 対す る 提案 内 容 案 の 協議 








6 2. 検 対内 容 ( 主 な 議論 ) ..〈 4t#tt パ t《 パ lt({tq ろ ミ q( ゅ 〔l!{†『 
( 1) 「 農 商工 連携 推進 セミ ナー」 に お ける 提言 発信 
・ 平成 2 年 10 月 27 日 ( 水 ) 14: 00~17: 00、 会 場 ' ホテ ル メ トロ ポリ タン ニュ ー ウ イン 
グ 
① 基 調 講演 「 農 商 工 連 携 ( 6 次 産業 化 ) に よる 地域 経済 の 活性 化 」 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 ( 当時 ) ラウ ンド テー ブル メン バー 永野 勝美 氏 
② 事 例 発 表 一 農 商工 連携 ・ 地域 連携 に よる 新た な ビジ ネス ーー 
〇 コメ ン テ ー タ ー 岩手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 長 農学 博士 鈴木 幸一 氏 
〇 事例 発表 者 費 南 部 美人 、 電 アリ ー ブ 、 幌 更 木 ふる さと 公社 、 せ いぶ 農産 ダイ レク 
ト 帽 、 岩 手 県 農業 研究 セン ター 

・ 詳細 は 、 別 添 の 基調 講演 資料 の と おり で ある が 、 農 業 の 担い 手 減少 や 耕作 放棄 地 増加 の 
問題 と それ ら に 対応 し て 農地 法 が 改正 され 農地 の 賃借 要件 な ど が 緩和 され た こと 、 そ し 
て 、 農 商工 連携 ( 6 次 産業 化 ) の 機運 の 高まり な どの 背景 の 下 、 大 企業 に よる 農業 参入 
事例 が 増加 し て いる 。 

・ 企業 の 農業 参入 に より 、 農 業 の 大 規模 化 に よる 生産 効率 の 追求 と ポートフォリオ 戦略 に 
よる リス ク 分 散 が 可能 で あり 、 農 業 の 新しい ビジ ネス モデ ル を 構築 で きる 。 た だ し 、 こ 
の た め に は 、 行政 な どの 公 的 機関 が 間 に 立 っ て 、 農 地 を 集約 ・ 借 り 入 れ 、 坦 旋 す る シス 
テム の 構築 が 不可 欠 で ある 。 

(2 九戸 村 に お ける フー ド バレ ー 実 現に 向け た 検討 
・「 フー ド バレ ー」 と は 食品 ・ 農業 ・ バ イオ 技術 等 に 関す る 研究 機関 や 企業 な ど の 集積 地 














8 2 . 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 。 .《 {4% ヒ 
を 指す 。 先般 、 岩 手 県 は 、 食 品 関連 産業 の 一 体 的 な 振興 策 と し て 、 総 合 特区 制度 に 食料 
経済 振興 地域 特区 ( いわ て 型 フ ー ド バレ ー 特 区 ) を 提案 し て いる 。 当 部 会 に お いて も 、 
野菜 の 原産 地 加工 割合 の 向上 に よる 農業 振興 を 検討 すべ く 、 一 次 産業 の 振興 に 積極 的 に 
取り 組ん で いる 九戸 村 を モデ ル に 検討 を 行う こと と し た も の で ある 。 

・ 九 戸村 は 一 次 産業 を 村 の 基幹 産業 と し て 位置 付け 次 の よう な 独自 の 振興 策 を 講じ て いる 。 
〇 重点 推進 作物 ( トマ ト 、 ピ ー マ ン 、 に ん じん 、 ね ぎ ) に 対す る 村 単 独 の 価格 補償 制 
度 の 導入 
〇 平成 16 年 に 「 帆 ナ イン ズ フ ァ ー ム 」 を 設立 し 、 野 菜 生 産 技術 の 普及 と 苗 の 供給 、 農 
業 後継 者 の 育成 等 、 農 業 振興 に 向け て の 村 独 自 の 取組 み を 実施 
〇 昭和 59 年 度 か ら 、 ハ マナ ス 、 山 ぶどう 、 甘 茶 の 特産 品 開発 に 取り 組ん で お り 、 山 ぶ 
どう と 甘茶 は 村 の 特産 品 と し て 定着 

・ し か し な が ら 、 同 村 に お ける 現在 の 課題 と し て 次 の よう な も の が 挙げ られ る 。 
〇 農業 産出 額 の 内 訳 は 、 畜 産 に 著しく 偏重 し て お り 耕種 部 門 の シェ ア は 11.3% 
〇 特産 品 の 甘茶 は 、 近 年 、 生 産 量 が 低迷 し て お り 、 和 需 要 に 対応 し 切れ て いな い 。 

※ 需 要 量 15 ト ン に 対し て 供給 量 約 3 8 トン ( 過去 5 年 間 の 平均 ) 

〇 進出 企業 の ひと つの テー オー 食品 帆 岩 手工 場 で は 地元 の 九戸 村 、 岩 泉町 、 青 森 県 五 
戸町 の わさび を 原料 に わさび 加工 品 な ど を 生産 し て いる 。 現地 調達 は 年 間 使用 量 の 3 
ヵ 月 分 で し か な いた め 増 産 要望 が ある が 、 こ れ に 対応 で き て いな い 。 ま た 、 同 社 で は 、 
主要 取扱 品目 で ある 、 に ん に く 加工 品 に お ける 国産 原料 比率 を 向上 させ た い 考 え が あ 
る が 、 現 時 点 で は 現地 調達 は 行わ れ て いな い 。 

・ フ ー ド バレ ー の 実現 に は 、 新 た な 食品 加工 企業 の 集積 や 食品 検査 機関 、 研 究 機関 な どの 
立地 も 必要 で あり 時 間 を 要する が 、 こ れ に 向け た 第 一 の ステ ッ プ と し て 次 の よう な 対応 
策 が 考え られ る 。 

〇 帽 ナ イン ズ フ ァ ー ム の 経営 戦略 を 見 直し 、 進 出し て いる 食品 加工 業者 か ら の 委託 栽 
培 に 取り 組む ほか 、 加 工 ・ 業務 用 野菜 分 野 の ウエ イト を 高め る こと で 規模 の 拡大 を 図 
る と と も に 採算 を 改善 する 。 

〇 実需 に 対応 で き て いな い 甘 茶 に つい て は 、 他 所 に 産地 を 奪わ れる 可能 性 も 否定 で き 
な いこ と か ら 、 則 九 戸村 ふる さと 新興 公社 が 生産 を 主導 し 、 増 産 が 可能 と な っ た 段階 
で 流通 経路 の 見 直し を 行っ て 収益 性 を 高め る と と も に 産地 を 確立 する 。 








1 3. 今後 の 課題 
( 1) いわ て 未来 づく り 機 構 に お ける 実践 活動 
・ 一 次 産品 の 高 機能 化 に つい て は 、11 月 の セミ ナー に お ける 提言 発信 と それ を 実現 する 農 
商工 連携 ファ ンド 29.1 億 円 の 設立 ( IP1 年 3 月 ) な どの 具体 的 実践 が 完了 し た 。 
(2 九戸 村 に お ける フー ド バレ ー 実 現に 向け た 活動 
・ 九 戸村 へ の 具体 的 な 提案 に 当り 、 今 後 、 部 会 で 事業 シミ ュ レ ーション を 行っ て 数 値 面 の 
検証 を 実施 する 。 ま た 、 対 応 策 を 実施 する た め に は 、 農 地 の 集積 と その 団地 化 、 そ し て 
働き 手 の 確保 が 必要 で あり 、「 農地 利用 集積 円 滑 化 事業 」 を 活用 し た 町 に よる 農地 集積 
や 、 農 作業 の 請負 会 社 に よる 作業 受託 な どの 対応 を 検討 する 。 
・ その 後 3 月 を 目処 に 九戸 村 に 具体 的 な 提案 を 行っ て 第 一 作業 部 会 の 活動 を 終了 する 。 な 
お 、 九 戸村 に 対し て は 、 今 後 も 関係 者 に より 適宜 フォ ロー を 行っ て いく 。 














いわ て 未来 づく り 機 構 第 2 作業 部 会 の 状況 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 
座長 : 小 川 智 担当 機関 : 岩手 大 学 











第 15 回 : 平成 22 年 6 月 18 日 : 各 機 関 等 が 実施 し て いる 支援 策 の 周知 方 法 の 検討 


第 16 回 : 平成 2 年 9 月 3 日 : 各 機 関 等 が 実施 し て いる 支援 策 の 周知 方 法 の 検討 、 コ ー デ ィ 
ネー ター の ネッ トワ ー ク 化 と 若手 コー ディ ネー ター の 育成 に 


つい て 検討 
第 17 世 平成 2 年 10 月 26 日 : 各 機 関 等 が 実施 し て いる 支援 策 の 周知 方 法 の 検討 、 第 2 部 会 
の 課題 等 に つい て 検討 


第 18 回 : 平成 23 年 1 月 20 日 : 第 2 作業 部 会 の 活動 の まとめ 








2 . 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 
(1.) アク ショ ンプ ラン (AP) た つい て 。 00 
・ 従来 か ら 行わ れ て いる 各 機関 等 ( 産業 振興 セン ター、 工 業 技術 セン ター、 工 業 集 積 セ ンタ 
ー、 県 南 振興 局 、 北 上 市 、 岩 手 大 学 等 ) の 取り 組み を 下記 8 項目 の 課題 に 対応 させ 整理 し 、 
HFP に て 公開 し た 。 
① 企 業 の 経営 力 : 経営 者 の 資質 向上 ( 育成 講座 ) 、 企 画 提案 、 技 術 力 ( RSD 投資 ( 補助 金 
申請 ) 、 設 備 投資 、 実 績 ( 特許 ) ) 、 販 売 力 ( マー ケティング 、 販 売 実績 ) ) 
②GT: 技術 の 理論 的 裏付け ( 共同 研究 ) 、 品 質 管理 ・ 品 質 工 学 ( 講習 会 に よる 人 材 育成 確 
保 ) 
③ 地 域内 取引 の 拡大 : 誘致 企業 と の 連携 ・ 交流 ( 商談 会 ) 、 研 究 会 
④R8D 企 業 へ の 脱皮 : 技術 力 の 確保 ( 補助 金 の 獲得 、 共 同 研究 、 機 器 利 用 、 機 器 の DB) 
⑤ 人 材 の 育成 、 定 着 : 夢 を 与え る 業務 ( 企業 説明 会 ) 、 人 材 紹 介 ( 異 分 野 交流 会 
⑥ 付 加 価値 を 見 せる 演出 : マー ケッ ティ ング ( REP 紹介 ) 展示 会 ( マッ チン グフ ェ ア ー) 
ビジ ネス モデ ル の 演出 
⑦ 次 世代 有望 産業 群 の 育成 シー ズ 育 成 ( 重点 的 支援 ) 、 ベ ンチ ャ ー 企 業 ( 創業 支援 ) 、 
新規 分 野 ( 助成 事業 ) 
⑧ 県 北 ・ 沿岸 に お ける 産業 育成 


( 2 ) 付随 し た 検討 課題 に つい て 

1) 産学 官 連携 研究 開発 プロ ジェ クト の 「 管理 法人 」 に つい て 

・ 省庁 の プロ ジェ クト の た め に 管理 法人 を 依頼 する 必要 が ある が 、 手 一 杯 の 状況 で 頼め な い 
( 断ら れる ) 場合 が 生じ て いる 人 = 大 学 や 産 振 セ ンタ ー、 そ の 他 の 機関 で の プロ ジェ クト の 
内 容 に 応じ た すみ 分 けが 必要 信管 理 法 人 の で きる 機関 の 創設 ・ 育 成 も 必要 全 管 理 法 人 の で 
きる 企業 の 育成 も 必要 

2)「 も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 協 議会 」 の 立ち 上 げ 

・ 文部 科学 省 イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ス テム 整備 事業 ( 大 学 等 産学 官 連 携 自 立 化 促進 プロ グラ ム 「 コ 











り イ ノ ベー ショ ン 推進 協 議会 」 の 立ち 上 げ 演 文部 科学 省 と 経済 産業 省 か ら 指定 を 受け た 産 
学 官 連携 拠点 ( 北上 川 流域 を 中心 と する も の づく り 拠 点 ) の 対象 エリ ア に お いて 、 も の づ 
くり 分 野 の 人 材 育成 、 基 礎 研究 か ら 商 業 化 ・ 事 業 化 ま で の 活動 を シー ムレ ス に 連携 し て 推 
進 し 、 持 続 的 ・ 発展 的 に イノ ベー ショ ン を 創出 する こと が で きる シス テム の 構築 に 資す る 
祥 産 業 支援 機関 に よる 企業 個別 相談 会 の 開催 

3) コー ディ ネー ター の 連携 と 育成 

・ も の づく り イ ノ ベー ショ ン 推進 協議 会 と 連携 し 、 地 域 産業 支援 機関 の CD 、| M を OJT 
に よる リエ ゾン 研修 を 行う こと に より 、 コ ー デ ィ ネー ト 能力 の 向上 を 図る 

・ コーディ ネー ター の 身分 ( 長期 的 契約 ) 保証 が な いと ( 若い 人 が ) 腰 を 据え た コー ディ ネ 
ー ト が 不可 能 で ある 人 岩手 県 独自 の コー ディ ネート 育成 プラ ン を 立ち 上 げ る 必要 

4④⑳「 岩手 モデ ル 」 の 策定 と 提言 

・ 国 に 対す る 地域 科学 技術 の 支援 策 「 岩手 モデ ル 」 の 提案 


( 3 ) アク ショ ンプ ラン に 基づい て 実施 し た 事業 
1) 地域 企業 の 人 材 確保 ( 新卒 学生 ) の た め の ア クシ ョ ン 
・ 工場 見 学会 : 3 回 
・ 地域 企業 の 説明 会 
2) 地域 企業 の 企業 戦略 の 構築 の た め の ア クシ ョ ン 
・ も の づく り イ ノ ベー ショ ン 推 進 協 議会 と 連携 し た 産業 支援 機関 に よる 企業 個別 相談 会 
の 開催 
・ 企業 へ の 技術 アド バイ ス 
3) 雇用 対策 支援 に よる 講習 会 の 実施 等 
雇用 安定 助成 金 対象 の 講習 会 ( 大 学 ) の 開催 之 岩 手 マ イス ター 事業 の 講習 会 








3 . 今後 の 活動 
① ア クシ ョ ンプ ラン の 実施 2 ウー リー 
・ ア クシ ョ ンプ ラン の 策定 と 各 セ クタ ー に よる 実施 ラ シ ス テム 的 に P 等 で 広報 
・ 支援 項目 で 欠け て いる 事業 を 整理 し ,, 立ち 上 げ る 
・ 工場 見 学会 の 実施 
・ 地元 企業 の 就職 説明 会 
・ 講 習 会 の 広報 と 実施 


③ 
| 


② 作業 部 会 の 今後 
作業 部 会 は 提言 を 行う こと が 目的 で は な い 。 出 来る こと か ら ア クシ ョ ン を 実行 し て いく こ 
と が 重要 で あり 、 産 業 基盤 の 集積 と 強化 を テー マ に 岩手 大 学 が 今後 も 担当 機関 を 務め る こ 
と は いか が か 。 
作業 部 会 の 担当 機関 を 変更 する こと や テー マ を 「 産学 官 連携 研究 開発 プロ ジェ クト の 管理 
法人 」、「 コー ディ ネー ター の 連携 と 育成 」 等 に 絞り 込む こと が 必要 と 考え る 。 








いわ て 未来 づく り 機 構 第 3 作業 部 会 の 実績 報告 


テー マ : 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 











座長 : 大 平 尚 担当 機関 : 岩手 県 
1 ・ 開催 実績 等 
部 会 の 開催 実績 
第 15 回 : 平成 2 年 3 月 16 日: マー ケティング セミ ナー( 岩手 か ら の イン ター ネッ ト 通販 展 
開 方 法 ) 


第 16 回 : 平成 2 年 7 月 27 日 : 観光 戦略 に つい て ( 県 観光 課 、 費 瑞光 「 四季 亭 」) 
第 17 回 : 平成 2 年 9 月 14 日 : 地域 ブラ ンド と 商品 開発 に 関す る 意見 交換 ( 小岩 井 農 牧 、 五 
日 市 商品 開発 コー ディ ネー ター) 
平成 2 年 12 月 13 日 : デザ イン 関係 専門 家 と の 意見 交換 会 ( 県 ソフ ト パワ ー 構 想 WG と の 合 
同 開催 ) 
第 18 回 : 平成 2 年 12 月 2 日 : 報告 書 ( 素案 ) に つい て 
2 . 検討 内 容 ( 主 な 議論 
1 主 な 活動 内 容 
(1) 成功 事例 の 調査 
作業 部 会 で は 独自 ブラ ンド な ど で 成 功 し て いる 事例 に つい て ケー スス タデ ィ を 行っ た 。 
小岩 井 農 牧 帽 (HP2. 9. 14) 
(2 情報 戦略 の 検討 と 実践 
ア ネッ トビ ジネス の 普及 に 向け た 取組 
イ 岩手 ブラ ンド 情報 の 一 元 化 に 向け た 取組 
岩手 の モノ を 紹介 する HP ( 機構 に 掲載 済み ) 
岩手 の モノ を 紹介 する 展示 スペ ー ス を アイ ー ナ 「 いわ て 希望 プラ ザ 」 へ 設置 












( 1) 岩手 の 強み を 生か し た ブラ ンド 展開 の 戦略 的 分 野 と 取組 の 視点 
文 提言 1 太 
岩手 の 強み で ある 食分 野 に つい て 、 農 商工 連携 な ど に より ブラ ンド 化 を 図る 。 
また 、 商品 へ の 物語 性 や 環境 と の 共生 、 プ レミ アム ブラ ンド な ど 区 別 性 を 持た せる と と 
も に 、 商 品 開発 段階 か ら 販売 ま で の ノウ ハウ と 幅広い ネ ットワーク を 有する 商品 開発 コー 
ディ ネー ター の 活動 基盤 の 強化 や 既に 農 商 工 連 携 ビ ジネス 人 材 育 成 に 取り 組ん で いる 大 
学 な ど の 活用 に よる 取組 を 行う 。 
岩手 ブラ ンド の 強み を 活か す 分 野 
物語 性 の ある 商品 開発 と 特徴 付け 
環境 と 共生 し た 岩手 ブラ ンド 
プレ ミア ム ブ ラン ド の 拡大 
商品 開発 コー ディ ネー ター の 活躍 基盤 の 整備 
ブラ ンド 確立 へ の 大 学 等 の 知 の 活用 


dH すす > へ N° 











(2 デザ イン 振興 デザ イン に よる 売れ る 商品 作り 
大 提言 2 太 
官民 で 、 中 ・ 長期 的 な 取組 と し て 岩手 ブラ ンド の 展開 に 反映 させ る デザ イン 振興 戦 
略 を 策定 する と と も に 、 大 学 の 活用 を 始め 、 デ ザイ ン の 持つ 力 の 結集 に 向け た 取組 を 
行い 、 付 加 価値 向上 を 目指 す 。 
デザ イン の 振興 
デザ イン の 持つ 力 の 結集 に 向け た 取組 
デザ イン 振興 へ の 大 学 等 の 活用 
(3 成功 ブラ ンド と 地域 と の 対話 を 通じ た ブラ ンド イメ ー ジ の 確立 
文 提 言 3 太 
全国 的 な ブラ ンド 力 を 有する 岩手 ブラ ンド 企業 と 地域 と の ブラ ンド コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン を 図る 。 既に ブラ ンド 力 の ある 大 手 企 業 と 連携 し 、「 岩手 」 と 結び 付け る 方 策 に 
つい て 検討 する 必要 が ある 。 
(4 情報 マネ ジメント の 取組 
雄 提 言 4 云 
マン ガ に よる ソフ ト パワ ー の 発揮 な ど 、 あ ら ゆ る 機会 を 捉え て 岩手 の 情報 発信 に 取り 組 
むと と も に 、 岩手 ブラ ンド に 関す る 情報 の 一 元 化 や アク セス 数 の 多い WE B へ の 取組 を 始 
め 、 新 し い 情 報 ツ ー ル を 積極 的 に 取り 入れ る な ど 発信 力 強 化 に 向け た 取組 を 行う 。 
あら ゆる 機会 を 捉え た 岩手 の 情報 発信 
アク セス 数 の 多い Veb ペー ジ へ の 取組 
岩手 か ら 情報 を 発信 する 人 を 増やす 
(5 岩手 ブラ ンド の 浸透 = 岩手 ファ ン を つく る 
文 提言 5 大 
買う な ら 岩手 の も の 運動 を 県 外向 け に 展開 する と と も に 、 岩 手 ロー テー i 
ァ ン 拡大 に 向け 、 中 高生 の 修学 旅行 の 誘致 や シニア 層 へ の 多様 
時 ー ス の 充実 な ど に 取り 組む 。 
ア 「 買う な ら 岩 手 の も の 運動 」 の 発展 
っ 新しい 帳 を 作成 済 
イ 岩手 ブラ ンド の 浸透 = 岩手 ファ ン を つく る 
(6) 海外 へ の 販売 展開 
アジ アビ ジネス 支援 へ の 動き が 活発 化し て いる こと か ら 、 こ の よう 
な 取組 の 拡大 を 図る 。 
2 今後 の 活動 の 方 向 
部 会 の 活動 と し て は 提言 を まとめ た こと か ら 、 ひ と つの 方 向 性 を 示 
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せ た も の と 考え る eee 
今後 の 活動 と し て は 、 部 会 を 発展 的 に 解消 し 、 テ ー マ を 絞っ て 活動 を 」 8 夫 沈 
展開 する こと が 適当 で は な いか 。 I - 

具体 的 に は 、 

デザ イン 振興 に 関し て は 、 県 が 進め る ソフ ト パワ ーー 戦略 の 大 き な 柱 で あり 、 産 学 官 の 力 
を 結集 し て 進め る 必要 が ある 分 野 で ある が 、 現 時 点 で は 大 き な 取 組 が 行わ れ て いな い 分 野 
で ある こと か ら 、 そ の 方 向 性 に つい て 、 新 し い 作 業 部 会 で 検討 する こと が 必要 で な いか と 
考え る も の 。 














部 会 の 目的 
文 恵まれ た 自然 、 歴 史 ・ 文 化 友 
大 安全 ・ 安心 な 農林 水産 物 太 
大 受け 継が れ て きた 知恵 ・ 技 太 
! 
岩手 ブラ ンド の 価値 を 高め 、 
国内 外 に 展開 の 道筋 つけ る 


※H205- 計 18 回 部 会 を 開催 | 


地域 ブラ ンド 戦略 サー ベイ 結果 : ブラ ンド 
ラン キン グ 28 位 (東北 5 位 ) 

信 地 域 ブ ラン ド 調 査 : 魅力 度 ラ ン キ ング 29 位 
(東北 5 位 ) と 東北 で 下位 


\ 
岩手 の 知名 度 不 足 


岩手 県 の ブラ ンド の 強み 


〇 強み の ある 分 野 : 畜産 加工 品 ・ 水 産 
加工 品 ( H20: ア ン ケ ー ト ) 
・ 食 料 品 製造 品 出荷 額 
増加 傾向 を 示す 
(リー マン ショ ッ ク で も 減少 せ ず ) 
H17: 3.076 億 円 H21:3.583 億 円 
製造 品 出荷 額 の 179%( H21) 
・ 地域 ブラ ンド 戦略 サー ベイ 
【 畜産 分 野 】 
小岩 井 乳 製品 3 位 、 前 沢 牛 6 位 、 
花巻 白金 豚 24 位 、 南 部 地 鶏 33 位 
【 水産 分 野 】 
三陸 わか め 9 位 


作業 部 会 の 活動 の 考え 方 


岩手 な ら で は の 特色 の ある も の 、 岩 手 の 地 

域 性 (文化 ・ 風 土 等 ) と 岩手 の モノ を 結び つ 

け て いく こと が 必要 

文 成功 事例 を 共有 

文 情 報 戦 略 の 検討 と 発信 

文 岩手 の 地域 性 を 踏まえ た リー ディ ング 
カン パニ ー 創 出 戦略 の 検討 


た 全 朋 プ ラッ 


主 な 活動 内 容 
大 成功 事例 の 調査 
小野 食品 、 郷 田口 貴金属 、 財 東 光 舎 , 山 アマ タケ 
( 貫 ヘ イブ ( 現 ド ンド ン ア ッ プ ) 、 JA シン セラ 、 小岩 井 
乳業 帆 盛 岡 支店 、 帳 瑞 光 「 四 季 亭 」、 小 岩井 農 牧 
帆 


友情 報 戦 略 の 検討 と 実践 
・ ネ ッ ト ビ ジネス 普及 に 向け た 取組 
WEB 活 用 に よる マー ケティング セミ ナー 回 開催 


・ 岩 手 ブ ラン ド 情 報 の 一 元 化 に 向け た 取組 
① 岩手 の モノ を 紹介 する HP (いわ て の イイ 
モノ を オリ ジ ナ ル HP で 紹介 ) を 作成 
糖類 無 添加 の 梅酒 (南部 美人 )、 チ ョ コレ ー ト ビー 
ル ( ベ アレ ン 醸 造 所 )、 寒 締め ほう れん 、 フ ルー 
ツ ほ お ず き ( 早 野 商店 )、 ホ ー ム スパ ンジ ャ ケッ ト 
等 16 種 類 の HP を 作成 


② 岩手 の モノ を 紹介 する 展示 スペ ー ス を ア 
イー ナ 「 い わ て 希望 プラ ザ 」 へ 設置 (HP と も 連 
動 )。 

8 種類 の パネ ル 作 成 展示 


文 買う な ら 岩 手 の も の 運動 の 展開 
① ロ ゴマ ー ク の 公募 
。  // es ラバ ン の 実施 等 


買う な ら 岩 手 の も の 


El な て 


ド の 国内 外 展開 」 作業 部 会 報告 


岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 の 方 向 性 


個別 ブラ ンド と 「 岩 手 」 の 結び つき が 具体 的 な 方 向 性 


平成 23 年 1 月 31 日 


第 3 作業 部 会 





① 良い 素材 、 良い 製品 と いう だ け で は な く 、 


売れ る 商品 づく り 
太 商 品 デ ザイ ン 、 


個別 商品 の 当 手 県 の フラ 
ブラ ンド 化 ンド 化 


大 物語 性 な ど に よる 特徴 付け 
② 情報 マネ ジメント 戦略 の 構築 


③ 岩手 と 商品 ブラ ンド の さら な る 連動 


部 会 か ら の 提言 


大 提 言 1 文 岩手 の 強み を 生か し た ブラ ンド 展開 の 戦略 的 分 野 と 取組 の 視点 


岩手 の 強み で ある 食分 野 に つい て 、 農 商 工 連 携 な ど に より ブラ ンド 化 を 図る 。 


また 、 商品 へ の 物語 性 や 環境 と の 共生 、 プレ ミア ム ブ ラン ド な ど 区 別 性 を 持た せる と と も に 、 商品 


開発 段階 か ら 販 売 ま で の ノウ ハウ と 幅広 い ネ ットワーク を 有する 商品 開発 コー ディ ネー 


ター の 活動 


基盤 の 強化 や 既に 農 商 工 連 携 ビ ジネス 人 材 育 成 に 取組 ん で いる 大 学 な どの 活用 に よる 取組 を 行 


う 。 


文 提言 2 放 デザ イン 振興 と デザ イン に よる 売れ る 商品 作り 


官民 で 、 中 ・ 長 期 的 な 取り 組み と し て 岩手 ブラ ンド の 展開 に 反映 させ る デザ イン 振興 戦略 を 策定 す 


る と と も に 、 大 学 の 活用 を 始め 、 デザ イン の 持つ 力 の 結集 に 向け た 取組 を 行い 、 付加 価 


目指 す 。 

文 提言 3 文 成功 ブラ ンド と 地域 と の 対話 を 通じ た ブラ ンド 

イメ ー ジ の 確立 

全国 的 な ブラ ンド 力 を 有する 岩手 ブラ ンド 企業 と 地域 と の ブラ ンド コミ ュ ニ ケー 
ショ ン を 図る 。 


文 提言 4 太 情報 マネ ジメント の 取組 

マン ガ に よる ソフ ト パ ワ ー の 発揮 な ど 、 あら ゆる 機会 を 捉え て 岩手 の 情報 発信 
に 取組 むと と も に 、 岩手 ブラ ンド に 関す る 情報 の 一 元 化 や アク セス 数 の 多い W 
EB へ の 取組 を 始め 、 新しい 情報 ツー ル を 積極 的 に 取り 入れ る な ど 発 信 力 強化 
に 向け た 取組 を 行う 。 

文 提言 5 岩手 ブラ ンド の 浸透 王 岩手 ファ ン を つく る 

買う な ら 岩 手 の も の 運動 を 県 外向 け に 展開 する と と も に 、 岩手 ファ ン 拡大 に 向 
け 、 中 高生 の 修学 旅行 の 誘致 や シニア 層 へ の 多様 な 教育 旅行 コー ス の 充実 な 
ど に 取組 む 。 


太 提 言 6 友 海外 へ の 販売 展開 

アジ アビ ジネス 支援 へ の 動き が 活発 化し て いる こと か ら 、 既 進出 企業 や 上 海 万 
博 を 機 に 構築 され た ネッ トワ ー ク 、 岩手 県 大 連 経済 事務 所 を 活用 し な が ら 、 南 
部 鉄器 に 続く プラ ンド 創出 に 向け て 産学 官 が 連携 し て 取り 組む 。 

















値 向 上 を 
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いわ て 未来 づく り 機 構 第 4 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : 地域 力 を 支え る 人材 育 成 
座長 : 後藤 尚 人 担当 機関 : 岩手 大 学 











NM 1 . 開催 実績 等 

第 1 1 回 : 平成 22 年 4 月 27 日 : 平成 22 年 度 活 動 計 画 の 検討 

第 1 2 回 : 平成 22 年 5 月 31 日 : 地方 自治 体 が 行う 人 材 育成 事業 へ の 支援 策 の 検討 ほか 

第 1 3 回 : 平成 2 年 6 月 28 日 : いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム へ の 「 地域 リー ダー 像 」 提示 
方 法 の 検討 及び 地方 自治 体 が 行う 人 材 育成 事業 へ の 支援 ほか 

第 1 4 回 : 平成 22 年 8 月 2 日 : 「 地域 リー ダー 像 」 勉強 会 と 提言 スケ ジュ ー ル の 検討 

第 1 5 回 : 平成 2 年 8 月 30 日 :「 地域 リー ダー 像 」 勉 強 会 及び 人 材 育成 デー タベース 更新 

第 1 6 回 : 平成 2 年 9 月 30 日 :「 地域 リー ダー 像 」 勉強 会 及び 八幡 平 市 で の 人 材 育成 事業 

第 1 7 回 : 平成 2 年 11 月 1 日 :「 地域 リー ダー 像 」 勉 強 会 

第 1 8 回 : 平成 2 年 12 月 13 日 :「 地域 リー ダー 像 」 勉強 会 及び 作業 部 会 実績 報告 の 検討 

第 1 9 回 : 平成 23 年 1 月 21 日 : 作業 部 会 実績 報告 及び 事業 計画 の 検討 及び 「 地域 リー ダー 像 」 
提言 に 係る 検討 








8 2・ 検討 内 容 ( 主 な 議論 
(1) 作業 部 会 の 活動 方 針 
・ 活動 方 針 を 明確 化す る た め 、 中 ・ 長 期 的 な 取組 に 加え 、 短 期 的 な 取組 を 行う こと と する 。 
・ 中 ・ 長 期 的 な 取組 と し て 、 昨 年 度 構築 し た 人 材 育 成 プ ログ ラム デー タベース の 機能 強化 を 
図る と と も に 、 関 係 団体 等 に 人 材 育 成 プ ログ ラム に 係る 調査 を 実施 し 、 デ ー タ の 更新 を 行 
フ 。 
・ 短期 的 な 取組 と し て 、 県 内 地方 自治 体 と の 共催 で 人 材 育 成 プ ログ ラム を 実施 する 。 
・ い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム が 実施 を 計画 し て いる 「 地域 リー ダー 育成 プロ グラ ム 」 に 
関し て 、 本 作業 部 会 で 「 地域 リー ダー 像 」 を 検討 し 、 提 言 を 行う 。 


(2 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス ( 中 ・ 長 期 的 取組 ) 

平成 2 2 年 3 月 に 運用 を 開始 し た 「 人 材 育成 デー タベース シス テム 」 の 機能 強化 を 図る 
た め 、8 月 に 以下 の 機能 を 追加 し た 。 

・「 医療 」 分 野 を 「 医療 ・ 福 祉 」 分野 に 変更 

・「 起業 ・ 経 営 」 分野 、「 教育 ・ 学術 」 分 野 、「 教養 ・ 文 化 」 分 野 を 追加 

・ 開催 月 、 開 催 場所 に よる 検索 を 追加 

・ 新着 情報 ・ ト ピッ クス 欄 に ファ イル 添 付 機能 を 追加 他 

また 、 こ の シス テム 更新 に 合わ せ て 、 未 来 づ く り 機 構 会 員 、 県 内 自治 体 、JA 、 森 林 組 
合 、N P O 法人 等 に 人 材 育 成 プ ログ ラム の 実施 状況 等 の 調査 を 行い 、 そ の 結果 を 基 に 人 材 
育成 デー タベース シス テム へ の 新規 デー タ の 登録 を 行っ た 。 

1 2 月 1 日 現在 で 、 本 デー タベース シス テム に 登録 済み の 人 材 育 成 プ ログ ラム ( 内 部 研 
修 を 含む ) は 平成 2 1 年 度 分 が 3 9 2 件 、 平 成 2 2 年 度 分 が 5 6 2 件 の 計 9 5 4 件 で ある 。 

















(3 地域 に お ける 人 材 育成 プロ グラ ム の 実施 ( 短期 的 取組 ) 

平成 2 0 年 度 に 県 内 企業 1 0 0 社 に 行っ た 人 材 育 成 に 関す る アン ケー ト に お いて 、 上 農林 
漁業 が 地域 力 向 上 に 必要 な 分 野 と いう 結果 が 出 た こと か ら 、 久 慈 市 、 八 幡 平 市 に お ける 人 
材 育成 プロ グラ ム の 実施 を 計画 し た 。 

久慈 市 で は 、 市 の 担当 者 等 と の 協議 の 結果 、 ミ ドル リー ダー 育成 を 目的 に 、 市 内 企業 の 
中 堅 職員 が 情報 交換 等 を する 場 を 提供 する 「 kuji cafe( 仮称 ) 」 を 実施 する こと と な り 、 
先行 事例 の 紹介 と し て 、 盛 岡市 、 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター の 協力 に より 「 イン テレ 
クチ ャ ルカ フェ と は ? -MUCafe に 学ぶ 異 分 野 交流 - 」 と 題し て 、 盛 岡市 産学 官 連 携 研究 セ 
ンタ ー( コラ ボ MI U) で 行わ れ て いる 「 ML Cafe」 を 6 月 28 日 ( 月 ) に アイ ー ナ で 実 
施し た 。 地方 自治 体 や 本 機構 か ら 4 0 名 ほど が 参加 し 、 海 外 や 日 本 国内 の イン テレ クチ ャ 
ルカ フェ の 取り 組み や MUCafe 運営 に 関す る ノウ ハウ 等 を 学ん だ 。 現在 、 久慈 市 で 事業 実 
施 に 係る 各種 調整 を 行っ て お り 、 平 成 2 3 年 3 月 上 旬 に TPP や FTA に 関す る 講演 会 を 開催 
予定 で ある 。 

八幡 平 市 で は 、 協 議 の 結果 、 学 生 に よる 地域 づく り 活 動 を 行う こと と な り 、 実 施主 体 を 
本 作業 部 会 か らい わ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 移し て 行っ た 。 

本 活動 で は 、9 月 3 日 て 5 日 に 八幡 平 市 兄 川 地 区 で 、 岩 手 大 学 、 岩 手 県 立 大 学 、 盛 岡 大 
学 の 学生 1 4 名 が 地域 の 公民 館 に 宿泊 し な が ら 聞 き 取 り 調 査 や 郷土 料理 体験 等 を 通じ て 、 
地域 住民 と の 交流 を 図っ た 。 その後 、 聞 き 取 り 調 査 の 結果 に 基づき 、9 月 2 5 日 と 1 0 月 
2 日 に 同 地区 内 に 掲示 板 と 注意 看板 の 設置 を 行っ た 。 

2 月 に は 地区 住民 を 対象 と し た 雪 ま つり ( 仮称 ) を 実施 予定 で ある 。 


(4⑳「 地域 リー ダー 像 」 の 検討 及び 提言 

県 内 国 公 私 立 5 大 学 で 組織 する 「 いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 」 で は 「 地域 リー ダー 
育成 プロ グラ ム 」 の 実施 を 計画 し て お り 、 そ れ に あたり 、 本 作業 部 会 に 対し 、「 地域 リー 
ダー 像 」 の 提案 依頼 が あっ た 。 

依頼 を 受け て 、 本 作業 部 会 で は 各界 の リー ダー を ゲス ト スピ ー カ ー に お 招き し て 「 地域 
リー ダー 像 」 検討 の た め の 勉 強 会 を 実施 し た 。 お 招き し た ゲス トス ピー カー は 以下 の と お 
り で ある 。 

第 1 回 ( 8 月 2 日 実施 ) 岩渕 明 岩手 大 学 理事 ・ 副 学長 

第 2 回 ( 8 月 28 日 実施 ) 中 村 哲 雄 前 葛巻 町 長 

第 3 回 ( 9 月 30 日 実施 ) 両 川 いずみ NPO い わ て 子育て ネッ ト 副 理 事 長 ・ 事務 局長 

第 4 回 ( 11 月 1 日 実施 ) 浅沼 康 揮 岩手 県 総務 部 人 事 課 総括 課長 

第 5 回 ( 12 月 13 日 実施 ) 村井 良隆 株 式 会 社 あさ 開 代表 取締 役 社長 

これ まで の 勉強 会 を 受け て 、3 月 上 旬 を 目途 に 、 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 対し 
「 地域 リー ダー 像 」 を 提言 する 予定 で ある 。 


( 5 県 内 各 機関 が 行う 人 材 育成 プロ グラ ム へ の 支援 
( 社 ) 岩手 県 農業 公社 な ど が 主催 する 「 農業 を 始め た い 人 の 相談 会 」 や 「 新 農 業 人 フェ 
ア 」 の 広報 を 人材 育成 デー タベース 等 に より 行っ た 。 














3. 今後 の 方 向 性 
前 年 度 に 引き 続き 、 中 ・ 長期 的 な 取り 組み と 短期 的 な 取り 組み を 活動 の 二 本 柱 と し 、 県 内 
各 機関 が 行っ て いる 人材 育 成 プ ログ ラム の 支援 や 本 作業 部 会 に よる 人 材 育成 プロ グラ ム の 実 


施 等 に より 、「 地域 力 を 支え る 人 材 」 の 育成 を 目指 す 。 


(1) 中 ・ 長期 的 取組 
・ 人材 育成 デー タベース の 更 な る 機能 強化 と 登録 デー タ の 更新 及び 利用 促進 に 向け た 広報 
活動 の 実施 
・ い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 等 と の 連携 に よる 県 内 高等 教育 機関 の 学生 に 対す る 地域 
活性 化 に 繋が る 人 材 育成 プロ グラ ム の 開発 


( 2 短期 的 取組 
・ 作業 部 会 メン バー の 所 属 機関 等 と の 人 材 育 成 事 業 の 実施 
・ 作 業 部 会 メン バー の 所 属 機関 等 が 行う 人 材 育 成 事業 に 対す る 広報 等 で の 支援 
・ 他 の 作業 部 会 と の 連携 に よる 人材 育 成 事業 の 実施 
・ 県 内 地方 自治 体 と の 共催 に よる 人 材 育成 事業 の 実施 
・ 県 内 地方 自治 体 職員 等 を 対象 と し た 地域 活性 化 に 関す る 先駆 的 取組 の 紹介 











いわ て 未来 づく り 機 構 第 5 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充実 
座長 : 佐藤 嘉 夫 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 











EE cc 


22 12. 15「 県 民 み ん な で 支え る 地域 医療 シン ポジ ウム 」 参加 
23. 1. 7 第 10 回 作業 部 会 各 メ ン バ ー の 事業 活動 等 、 状 況 報告 及び 今後 の 活動 に つい て 協議 。 











2 . 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 
| ( 1 ) 地域 の 医療 と 福祉 に 係る 「 民 学 官 」 の 活動 状況 等 " 
① 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 プロ ジェ クト 事業 ( 県 医療 推進 課 ) 
過重 な 負担 に よる 勤務 医 の 疲 幣 な ど 、 更 な る 医師 不足 要因 に 対し 、 自 分 の 健康 は 自分 で 
守る な どの 県 民 の 意識 変革 を 通じ て 、 県 民 が 必要 な 医療 を 適切 に 受け ら れる 地域 医療 体制 
の 構築 を 目指 し 、「 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 」 を 設立 。 
【 事業 展開 】 
20 年 度 運動 スロ ー ガ ン 「 みん な の 力 を 医療 の 力 に ! 」 キ ャ ン ペ ー ン 展開 
21 年 度 地域 ( 保健 医療 圏 ) レベ ル で シン ポ 開 催 、 リ ー フ レッ ト 作成 、 出 前 講座 開催 
22 年 度 市 町 村 、 住 民団 体 、 医 療 関係 機関 で 様々 な 取組 み を 展開 





② いわ て 福祉 コン ソー シア ム ( 県 地域 福祉 課 ) 
「 いわ て 県 民 計画 アク ショ ンプ ラン 」 に 基づく 子育て 、 介 護 等 の 保健 福祉 事業 の 効果 的 
な 取組 み に 向 け 、 情 報 共有 を 図る た め に 、 今 年 度 か ら 「 いわ て 福祉 コン ソー シア ム ・ ト 
ー ク セッ ショ ン 」 を 開催 。 メ ン バ ー は 県 立 大 学 社会 福祉 学部 、 社 会 福祉 協議 会 、 社 会 福 
祉 事業 団 、 長 寿 社 会 振興 財団 、 社 会 福祉 士 会 、 県 保健 福祉 部 各課 。 
【 テー マ 】 
・ 社 会 福祉 研修 の 企画 ・ 実 施 に 係る 関係 機関 ・ 県 の 連携 体制 の 構築 





高齢 者 の 社会 参加 活動 の あり 方 及び 参加 促進 に 向け た 取組 み 
高齢 化 の 動向 を 踏ま えた 介護 基盤 整備 の あり 方 
・ 高 齢 障がい 者 の 施設 、 地 域 で の 生活 支援 の 仕組 み づ く り と 方 策 
・「 いわ て 子ども プラ ン 」 の 実現 に 向け た 取組 み 


③ 県 民 シ ンク タン ク / 地 域 政策 研究 セン ター( 県 立 大 学 ) 
急速 な 人 口 減少 社会 の 到来 と 一 層 の 高齢 化 の 進行 と いう 状況 下 で 、 医 療 や 介護 、 福 祉 、 
雇用 な ど 県 民生 活 に 生じ て いる 具体 的 な 課題 を 研究 領域 と し て 設定 。 県 等 と 連携 し な が ら 
以下 の スタ ンス で 研究 を 実施 し 、 そ の 成果 を 政策 立案 に 資す る と と も に 、 報 告 書 の 作成 、 
シン ポジ ウム 、 報 告 会 の 開催 な ど 県 民 に 広報 し て いく 。23 年 度 開設 。 














【 研究 スタ ンス 】 
・ 県 民生 活 の 現状 や 課題 を 客観 的 、 実 証 的 な 分 析 に より 可視 化 、 構 造 化す る 研究 
・ 社 会 実験 や 行政 、NPOO な ど と の 協 働 を 通じ て 県 民生 活 の 課題 解決 を 見 出す 研究 


( 2 ) 作業 部 会 で の 主 な 検討 内 容 
( 1 ) に 述べ た よう な 、 地 域 の 医療 と 福祉 を 巡る 各 機関 、 大 学 、 行 政 等 の 連携 事業 を 踏ま 
え 、 未 来 づ くり 機構 と し て の 独自 な 活動 と 、 連 携 の 方 策 を 見 出し 提言 し て いく 。 
現在 、 昨 年 に 引き 続き 、 当 作業 部 会 の 活動 方 針 の 詰め を 行っ て いる が 、 基 本 的 な 方 向 と し 
て は 次 の と お り 。 


【 視点 、 問 題 意識 】 
① 作業 部 会 と し て は 、 ま ず 、 岩 手 県 民 に と っ て の 医療 、 保 健 、 福 祉 の 現状 の 課題 に つい て 
県 等 政策 サイ ド の 持っ て いる 様々 な 基礎 デー タ ( 医療 費 、 介 護 保険 、 国 民生 活 etc.) 
高齢 者 や 障がい 者 の 支援 援 活動 を 行っ て いる 人 た ちの 声 
様々 な 支援 施策 や サー ビス の 状況 
な ど を 洗い 出し 、 課 題 と それ に 対す る 施策 や 事業 を リス ト ア ッ プ ( 整理 )。 


② その 作業 を 通じ て 、 現 状 の 施策 や 制度 へ の 提言 を 視野 に 入れ な が ら 、 抜 け 落 ち て いる 政 
策 課 題 を メン バー で 共有 する と と も に 、 制 度 と 県 民生 活 の 実態 と の 段差 を 埋め て いく た め 
の 方 策 を 検討 し 、 作 業 部 会 と し て 取り 組む べき 目標 を 明確 に する 。 


③ 県 立 大 学 に お ける 当該 テー マ で の 研究 と の 連動 が 望ま し く 、 調 査 研究 体制 、 費 用 等 の 課 
題 を 含め 大 学内 部 で 検討 。 


④ 以上 の 方 向 性 で ある が 、 具 体 的 な 方 策 と し て 以下 の 意見 あり 。 

「 岩手 県 の 健康 課題 は 脳 血 管 疾患 と 自殺 、 ス トレ ス 関 連 疾患 。 予 防 と 地域 医療 、 介 護 の 
連携 、 ネ ットワーク づく り の 拠点 と 考え られ る の が 地域 包括 支援 セン ター。 保健 師 、 医師 、 
ソー シャ ル ワ ー カ ー と いう 専門 家 を コー ディ ネー ト し 、 当 初 、 想 定 し て いな か っ た 精神 障 
害 や 児童 と いっ た 地域 の 生活 課題 解決 も 視野 に 入れ た 支援 サー ビス の 拠点 と し て の あり 
方 、 岩 手 モ デル を 提案 で き な い か 。」 愛 県 で 「 コミ ュ ニ ティ ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 育 成 」 
構想 。 











3 . 今後 の 方 向 性 
| ( 1 ) 中 長期 的 な 取組 みあ し 。 2 ウーフ ーーー 
① 安心 し て 暮らせ る 地域 社会 の 実現 に 向け 、 地域 の 実情 を 踏ま えな が ら 、 医療 機関 と 福祉 施 
設 等 の 効果 的 な 連携 、 ネ ットワーク づく り を 検討 し て いく 。 
② 高齢 化 が 進む 中 、 シ ー ム レス な 医療 と 福祉 の サー ビス の 提供 や 、 適 切な 医療 、 リ ハビ リ 、 

















介護 の 組み 合わ せな ど に つい て 、 そ の 仕組 み づ く り を 検討 し 、 政 策 提言 に 結び 付け た い 。 


(2) 短期 的 な 取組 み 

医療 、 保 健 、 福 祉 の 現状 の 課題 に 係る デー タ の 把握 と 加工 に つい て の 検討 

支援 の 現場 の 実践 者 か ら 生 の 声 を 聞き 現状 の 問題 を 把握 

各 機 関 の 長 や 県 立 病院 の 院長 な ど キ ー パ ー ソ ン か ら の 講演 を 通じ アド バイ ス を 得る 
先進 的 な 地域 等 の 視察 

課題 が 明確 に な っ た も の か ら 順に 、 イ ブ ニ ン グ サ ロン や フォ ー ラ ム 等 で 関係 者 と 意見 交 
換 、 県 民 と 問題 意識 を 共有 。 


OCOD 


(3) 県 立 大 学 の 県 民 シ ンク タン ク と の 連携 
来年 4 月 に 設置 を 予定 し て いる 地域 政策 研究 セン ター で の 「 県 民生 活 の 課題 の 研究 」 と の 
連携 を 検討 し て いく 。 








